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※本件は、予算決算及び会計令86条第1項の規定に基づく調査を実施し、令和8年3月31日に落札予定者を決定した。

※本件は、令和8年度予算配賦をもって落札者と決定する。

阪航雑契第41号

予 定 価 格 ￥ 63,978,784 -

調 査 基 準 価 格 ￥ 38,387,270 - 調 査 基 準 価 格 の 100/110 ￥ 34,897,519 -

￥ 63,978,784 - 入札書比較価格（予定価格の100/110） ￥ 58,162,531 -積 算 額

競争入札経過調書（最低価格落札方式）

件 名 令和８年度関西空港事務所庁舎警備業務

開 札 年 月 日

落 札 者 首都圏ビルサービス協同組合 　

入 札 執 行 官 署 大阪航空局

令和8年3月16日 （落札決定日 令和8年4月1日

落 札 金 額 ￥ 35,607,000 -

低入札価格調査実施済　第1回目落札

入札参加者

第１回入札 第２回入札

摘　要
入札金額 入札金額

首都圏ビルサービス協同組合 32,370,000 落札

都市環境整美株式会社 44,248,000

※ 入札金額は入札者が見積もった契約希望金額の110分の100に相当する金額である。

※ 予定価格（入札書比較価格）の制限の範囲内で最低価格をもって有効な入札を行った入札者を
落札者とする。

※ 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の10％に相当する額を加算した金
額（１円未満の端数は切り捨て。）をもって落札金額とする。



：

：大阪航空局

：首都圏ビルサービス協同組合
令和８年度関西空港事務所庁舎警備業務

項　　　　　目 内　　　　　容

低入札価格調査の実施概要（物品の製造又は役務の提供等）

件 名 令和８年度関西空港事務所庁舎警備業務

発 注 機 関 名

調査対象業者名

(1) その価格により入札した理由

　調査対象業者は、国からの警備契約を複
数受注しており、特に航空保安に関する警
備業務に精通し実績を重ねている経緯があ
り、本件（令和８年度関西空港事務所庁舎
警備業務）と同様の関西空港事務所での業
務は直近で令和６年度と令和７年度に実績
がある。本件は、調査対象業者の経営方針
により、必要最低限の経費を確保したうえ
で、応札したものとしている。

(2) 当該契約の履行体制

　本業務は、常時2ポストを確保し、24時
間体制で実施する警備業務である。ヒアリ
ングの結果、調査対象者は1日あたり警備
員3名を配置し、各警備員が16時間勤務し
た翌日を非番とするローテーションにより
対応する体制としている。
　また、警備員の突発的な欠勤等が生じた
場合には、非番者を代替要員として充てる
体制が整っており、労働基準に抵触しない
範囲での対応が可能である。本件業務には
全体で8名の警備員を配置することとして
いる。
　よって警備業務体制には問題はないと認
められる。

(3) 当該契約期間中における他の契約請負
状況

　調査対象業者の当該契約期間中における
他の契約対応業務は25件であるが、本件業
務にかかる警備員は他の業務には配置され
ない。

(4) 手持機械の状況
　本件については、必要な備品は自社で準
備するため本件履行にあたり支障はない。



(5) 国及び地方公共団体等から過去におい
て受注・履行した契約件名及び発注者

　過去において受注・履行した契約実績
が、全て実在することをヒアリングにて確
認した。
　なお、調査基準価格を下回る価格で受注
した業務について、発注者及び調査対象者
にヒアリングにて確認したところ適正に履
行されていることを確認できた。

(6) 経営内容
　調査対象者の経営内容は、直近の決算報
告書等から、健全な経営が行われていると
判断する。

(7) (1)から(6)までの事情聴取した結果に
ついての調査検討

　毎年、多くの官公庁の警備業務を受注し
ており、そのほとんどを継続して受注・履
行している実績がある。
　関西空港事務所庁舎警備業務について
も、令和６・７年度に継続して受注し、問
題なく履行している。
　よって、これらの実績から契約の内容に
適合した履行がされると判断できた。

(8) 信用状況 　問題なし。

(9) その他の必要な事項 　無


